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今
月
号
の
主
な
内
容

●町報

・自治会発足 ・・ •.... ........ .... ........... 2 -3 

•町行政機構図 ・・...... ................... 4 -5 

•町議会3月定例会 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• 6 ~ 11 

•町議会特別委員長中間報告………10~11

•新任教職員の紹介· ・ ・・ ・ ・ ・ ・・・・・・・・・ ・ ・・・・・・・・・・ 14

●森林組合だより

・鹿野川公園周辺の森林整備完了………17

●社協だより

•平成15年度事業計画等のお知らせ……18

町民の動き

人口

男

女

... 3,119人(-12) 

・・・ 1,485人(- 8) 

... 1,634人(- 4) 

世帯数
…1,080世帯(- 2) 

（平成15年3月31日現在）

町
内
各
小
学
校
で

4
月
8
H
、
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

予
子
林
小
学
校
の
新
入
学
児
童
は
、
堀
内
奈
喜
沙
ち
ゃ
ん

l
人
。
正
岡

義
憲
校
長
が
「
〇
か
よ
く
」「
げ
ん
。
-に」

「あ
い

O
っ
」
と
奈
喜
沙
ち
ゃ

ん
の
名
前
を

一
っ
す
つ
読
み
込
ん
だ
は
な
む
け
の
言
莱
を
贈
り
ま
し
た
。

明
日
か
ら
何
が
楽
し
み
？
と
た
ず
ね
る
と
「
ぎ
ん
え
ー

（
吟
詠
）
！
」
と

大
き
な
声
で
答
え
て
く
れ
た
奈
喜
沙
ち
ゃ
ん
。
新
し
い
教
室
、
新
し
い
先

生
、
新
し
い
友
だ
ち
。
新
し
い
出
会
い
は
、
こ
れ
か
ら
の

一
生
を
決
め
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
る
ほ
ど
重
要
な
も
の
で
す
。
こ
の
日
の
新
し
い
出
会
い

を
大
切
に
、
明
日
か
ら
も
上
級
生
た
ち
と
仲
良
く
元
気
に
登
校
し
て
ね
。

免・
，，にやさ

@）編集•発行／広報肱川編集委員会 （愛媛県喜多郡肱川町大字山鳥坂74番地） 印刷／佐川印刷株式会社 発行／毎月20日1回 ・全戸配布



始まりました
自治会制度の構成図

自

治

会

長

会

中央自治センター
（高齢者創作館）

（肱川町大字山鳥坂25番地）
ff 34-3226 

（定休日：月曜日）

中央自治会

会長

森繁

正山自治センター
（正山公民館）

（肱川町大字名荷谷1884番地2)
匹 34-3116

（定休日：火曜日）

大谷自治センター
（大谷公民館）

（肱川町大字大谷2940番地）
匹 34-2826

（定休日：水曜日）

正山自治会

会長

土居貞丸

大谷自治会

会長

二宮賢一郎

岩谷自治センター
（岩谷公民館）

（肱川町大字山鳥坂3748番地）
匹 34-2974

（定休日：木曜日 ）

岩谷自治会

会長

下石 勲

予子林自治センター
（予子林公民館）

（肱川町大字予子林1951番地）
ff 34-2203 

（定休日：金曜日）

予子林自治会

会長

松田福市

正山自治会設立総会 (3月30日） 中央自治会設立総会 (3月30日） 久保田町長あいさ つ
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自治会制度が
（ なせラ、自治会刷度なのか：

今まで、住民の方々と行政は、大きく 2つに分
かれて連携していました。一つは部落長を中心と
した制度であり、もう一つは分館長を中心とした
公民館活動です。この2つの制度は、長年にわた
リ町行政の健全な発展のために大きな役割を果た

してきました。

難しくなってきています。また、時代は地方分権、

市町村合併へ向けて進んでおリ、 自分たちの地域
は自分たちでつくっていく足腰の強い地域づくリ
が必要となっています。 ・

このため平成15年4月から、町内を小学校区単
位 （旧岩谷小を含む）として5つの地域に分け 、

ぞれぞれに自治組織 （自治会）をつくリ、町との
つながリを基本的に一本化することになリました。

しかしながら、過疎化に加え 、少子高齢化が急
激に進む中、42部落のうち世帯数が10戸未満の8B
落数は8を数え、現在では集落の維持そのものが

［ ー 自治会と自治センター ＿＿—-ー：

0自治会の役割0

① 従来の分館活動等の地域コミュ
ニティ事業を行い、行政と地域

住民との連絡調整を行います。
② 地域づくり計画書を策定し、地

域内の福祉の向上、生活環境の
整偶等を自主的に実施します。

〇自治センターとは0

① 自治会の事務所を自治センターといいます。

② 合までの分館がその事務所となっています。
（中央自治会の事務所は高齢者創作館）

③ 各自治会の担当職邑が午前10峙から午後4時まで勤務してい
ます。

④ 担当職員は、住民票等の発行業務を行うほか、自治会に関す
る業務を受け持ちます。

： 自治会長と自治会長会 ］ 
0自治会長の仕事〇

① 自治会を代表し 、自治会活動を

推進します。
② 地域づくリ計画書の策定や見直

しを行い、それに基づいて実践
活動を展開します。

③ 税金等を集金します。

④ 行政からの連絡や調査事項等を
周知します。

r 

-999 L・‘‘↓Hr- ---̀ •一
予子林自治会設立総会 (3月28日）

31広報ひじかわ 241号

0自治会長会とは0

① 毎月20日 (20日が休日の場合は前日等へ繰リ上げ）に役場
で開催されます。

② 自治会長会開催後、各課からの依頼事項は、各自治会の中で
連絡会等を行い伝達されます。

新しい町創造に向けて

この自治会制度が、各地域の活力の源となり、地域のこと

は地域で考える自立した地域を核とした新しい町の実現のた
めにご理解とご協力をお願いいたします。

...、．．．．．．．ーー..... 、とら”..  ~— 
岩谷自治会設立総会 (3月28日）

: 
こi

，，ーー：
大谷自治会総会 (3月28日）



（平成15年4月1日現在） 圏l町人事異動］

町長 久保田仁之 言
助
役
宮
田

章

く
ら
し
の
窓
口
課

新
し
い
町
創
造
課

課
長

松
本

学
校
教
育
課

社
会
教
育
課

公
民
館

善

課
長
補
佐

課
長

北

川

敬

恒

工
課
長
補
佐

冨

永

廣

次
健

和
氣

栄

所
長

二

葉

廣

和

館

長

兼

二

葉

廣

和

課
長

岡
村

清
利

一

議

会

事

務

局

I
事
務
局
長
櫻
田
和
明

ダ
ム
推
進
課

|
|
|
l

生
活
基
盤
づ
く
り
課

生
涯
学
習
課

町
民
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

課
長
補
佐

岩
谷
自
治

セ
ン
タ
ー
長

課
長
補
佐

予

子

林

自

治

三

瀬

セ
ン
タ
ー
長

池

田

悦

子

所
長
補
佐

中
央
担
当

課

長

補

佐

藤

原

貴

＞
ダ
ム
・
生
活
基
盤
づ
く
り
課

介

護

保

険

松

本

係

長

兼

善

中

岡

稲

生

健
康
福
祉

係
長

廣
次

北

川

敬

恒

環
境
衛
生

係

長

兼

国
保
年
金

係
長

肱
川
町
は
、
自
治
会
発
足
に
伴
い
、

4
月
1
日
付
で
機
構
改
革
・
人
事
異
動
を
行
い
、

新
体
制
で
出
発
し
ま
し
た
。
名
称
を
変
更
し
た
課
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

沖
田

係
長

正
山
自
治

セ
ン
タ
ー
長
心
得

新

係
長
大
谷
自
治

セ
ン
タ
ー
長
心
得

戸
籍
住
民

係

長

兼

税
務
係
長
兼
冨
永

広
報
公
聴
係
長

各
種
団
体
指
導
湘
字

E
t
J
t
子

担

当

兼

冨

永

幸

広

総
合
企
画
係
長

体
協
担
当

t
 

1
,
l
 

金
野
た
み
子

敬

恒
実
雄

敏
広

藤

原

優

勝

管
理
防
災

係
長

財

務

係

長

石

家

清

藤

原

総
務
企
画

係

長

兼

貴

[
係
長

東

員

理

二

稲
田
留
美
（
山
田

松
森
智
治

•

宮
田

光
天
洋
）

和
氣

清
美

飛

野

澄

子

・

中

川

直

美

・

東

誠

幸

（
堀
内
保
宏
）

兵

頭

浩

次

沖
田
修
二
（
本
門
昭
子
）

兼

三

瀬

奈

津

江

[
派
遣

・
出
向
職
員
]

〇
創
造
課
付
（
大
洲
喜
多
合
併
協
議
会
事
務
局
）

課

長

（

次

長

）

畦

崎

利

男

課
長
補
佐
（
主
任
）
高
田
栄
治

0
大
洲
喜
多
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
事
務
組
合

か
わ
か
み
荘
施
設
長
徳
本
英
信

（
浅
井
真
由
美
）

三
瀬
奈
津
江

河
内
由
美
子

豊
子
・
菊
池

英
里
•
井
脇

谷

田

和

恵

・

山

田

典

弘

・

冨

永

哲

成

松
本
芳
典
（
福
山
健
詞
）
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肱川町行政機構図

教育委員会

政
治

農

業

委

員

会

社
会
福
祉
協
議
会

教
育
長
片
山

II 

収

入

役

兵

頭

茂

学

校

給

食

セ
ン
タ
ー

幼

稚

園

中

学

校

小

学

校

生

涯

学

習

課

事

務

局

事

務

局

所
長

植

木

光

雄

指
定
通
所

介
護
事
業
所

高
齢
者

生
活
福
祉

セ
ン
タ
ー

保
育
所

ぼ
っ
ぽ
園

社
会
教
育

係
長

課

長

兼

片

山

政
治

課

長

補

佐

飛

野

弘

幸

ダ
ム
・
生
活
基
盤

づ
く
り
課

総

務

学

校

出

水

文

子

教
育
係
長

工＂＂兼森
一

吉

満

丁

一

農

政

係

長

上

事

務

局

長

源

田

政

幸

丁

土

係

長

土
井

橋
本

室

長

兼

兵

頭

茂

課
長

課
長
補
佐
兼
蒔
苔
向

監
理
係
長
兼
今
宮

会
計
係
長

中
野
富
士
雄

宮
田
千
代
子

藤

高

茂

治

ダ
ム
建
設

推
進
室
長

松

本

隆

寿

ダ
ム
建
設

推
進
係
長

水
道
係
長

建

設

係

長

大

井

章
裕

今

宮

雅

司

茂
治

雅
司

セ
ン
タ
ー
長
都
谷
征
也

森

商
工
観
光

係

長

兼

吉

満

課
長

森

吉

満

課
長
補
佐

（
特
産
開
発
沖
野
晃
己

公
社
担
当
）

農

林

振

興

山

本

裕

之

係
長

上

岡

時

子

所
長
兼

固
長

係
長

和
氣

哲
弘

兵

頭

学

（

冨

永

清

輝

）

（
宮
田
鈴
子
・
沖
野
由
美
子
・
中
野
直
美
）

（
冨
永

（
中
野
）
桑
原
晶
子
・
三
好
幸
恵
・
久
保
田
仁
美

（
正
山
）
堀
川
千
賀
子
・
智
葉
寿
美
恵

（
大
谷
）
重
岡
美
須
寿

（
予
子
林
）
上
野
順
子

泰
江

（
予
子
林
小
）
上
田
智
子

派

遣

社

会

教

育

主

事

小

川

幸

雄

；
 

健

司

城

戸

み

ち

子

・

上

田

初

美

L

一

（
上
川
定
子
・
中
野
三
津
穂
・
沖
野
亀
代
子
）

岩

仲

美

佳

兼

山

本

晃
・
兼
白
岩

友
和

金
田

大
輔
・
沖
野

恵

白

岩

友

和

（

新

山

進

・

門

多

山

本

晃

一
郎
・
山
内

時
男
・
上
田

正
義
）

（

宮

田

昭

・

片

山

真
理

（

冨

永

勲

・

山

田

広

志

・

坪

井

友

江

森

玲

子

）

西
田

幸
夫
・
徳
本

幹
寿

徳
本
真
由
美
・
谷
本
孝
史

中
野
安
孝
・
村
田
学
・
金
野

清
水
カ
ッ
コ
（
清
水
萬
喜
男
）

山
内
雅
子

・
石
河
敬
子
（
猪
本

冨
永
チ
ヅ
子

・
久
保
伸
子
・
谷
岡

兵
頭
美
登
里
（
松
岡
佳
代
）

和
子
・
今
宮
祐
美
）

笑
子
・
大
塚
理
恵

和
江

・
兵
頭
重
美
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印羞会3月定例会

5地区に自治会設立

平
成
15
年
度
の
当
初
予
算
が
、
町
議
会
3
月
定
例
会

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
当
初
予
算
は
、

24
億
4
千
万
円
で
前
年

度
に
比
べ
る
と
6
千
万
円

(2
.
4
%
）
の
減
額
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
の
主
な
内
容
は
、
現
下
の
厳
し
い
財
政
事
情

に
あ
り
な
が
ら
も
、
21
世
紀
初
頭
に
お
け
る
新
し
い
町

づ
く
り
を
急
ピ
ッ
チ
で
推
進
し
て
い
く
た
め
、
「
新
し
い

町

・
肱
川
町
創
造
指
針
」
に
掲
げ
る

『共
生
・
共
風
・

共
創
の
節
度
あ
る
肱
川
町
』
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、

諸
施
策
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

●
水
力
発
電
施
設
周
辺
整
備
事
業
費
（
消
防
小
型
ポ

ン
プ
積
戟
車
）

4
9
3
万
5
千
円

●
町
民
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
費
（
自
治
会
活
動
支
援
事
業
・

町
民
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
管
理
費
）

●
市
町
村
合
併
対
策
費

平
成
15
年
度
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
私
の
所
信
の

一
端
を
述

べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
早

い
も
の
で
肱
川
町
政
を
担
当
さ

せ
て

い
た
だ
き
ま
し
て
か
ら
、

3
年
目
の
春
を
迎
え
ま
し
た
。

3
1
6
6
万
7
千
円

（
大
洲
喜
多
合
併
協
議
会
）

肱
川
町
長
と
し
て
、
今
、
私
に

与
え
ら
れ
た
最
も
大
き
な
職
責

は
山
鳥
坂
ダ
ム
の
早
期
着
工

と
、
市
町
村
合
併
に
伴
う
肱
川

町
の
条
件
整
備
で
あ
り
ま
す
。

肱
川
町
に
と
り
ま
し
て
、
社
会

は
か
つ
て
な
い
ほ
ど
激
動
、
変

革
の
時
期
に
あ
る
と
言
え
ま
す
。

私
は

一
昨
年
12
月
、
肱
川
町
の

基
本
構
想
を
定
め
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
共
生
・
共
風
・
共
創
の

節
度
あ
る
肱
川
町
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
を
甚
本
理
念
に
掲
げ
昨
年

12
月
、
「
あ
し
た
命
か
が
や
け

未
来
創
造
ひ
じ
か
わ
」
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
「
新
し
い
町

肱
川
町
創
造
指
針
」
を
策
定
い

6
5
3
万
7
千
円

●
ダ
ム
生
活
再
建
計
画
調
査
業
務
費
（
チ
ョ
ウ
ザ
メ
飼

育
）

4
5
0
万
円

●
林
業
構
造
改
善
事
業
費
（
大
谷
自
治
セ
ン
タ
ー
他
）

9
2
9
5
万
7
千
円

3
千
万
円

4
0
2
0
万
円

3
5
1
0
万
円

●
県
単
土
地
改
良
事
業
費

●
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
費

●
地
域
振
興
事
業
費

な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

一
般
質
問
は
、
岩
田
議
員
か
ら
3
項
目
に
渡
っ
て
行

わ
れ
、
ま
た
、
山
鳥
坂
ダ
ム
・
大
洲
喜
多
合
併
推
進
特

別
委
員
会
に
関
し
て
は
、
委
員
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
中
間

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
15
年
度
の
一
般
会
計
予
算
の
概
要
を
住
民
の
皆

さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
町
行
政
に
対
す
る
、

よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

た
し
ま
し
た
。
そ
の
指
針
に
基

づ
き
、
平
成
15
年
度
の
諸
施
策

を
展
開
し
て
行
く
こ
と
に
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

ま
ず
第
1
と
い
た
し
ま
し
て
、

「
活
力
の
町
ひ
じ
か
わ
」
で
は

継
続
に
な
り
ま
し
た
山
鳥
坂
ダ

ム
の
町
独
自
の
計
画
を
ま
ず
策

定
い
た
し
ま
す
。
そ
し
て
、
付

け
替
え
県
道
の
測
量
を
行
い
ル

ー
ト
を
決
定
し
、
用
地
交
渉
を

進
め
る
べ
く
検
討
協
議
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
水
没
地

の
岩
谷
地
区
に
お
き
ま
し
て

は
、
用
地
補
償
ま
で
の
手
順
に

つ
い
て
の
説
明
会
や
研
修
会
を

行
い
ダ
ム
事
業
が
円
滑
に
進
む

べ
く
そ
の
体
制
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
国
が
行

い
ま
す
付
け
替
え
県
道
に
つ
き

ま
し
て
も
順
次
協
議
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

当
面
は
主
要
県
道
「
小
田
、
河

辺
、
大
洲
線
」
の
改
良
工
事
に

意
を
尽
く
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

新
設
合
併
問
題
は
い
よ
い
よ

佳
境
に
入
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
新
市
の
将
来
構
想
や
本
庁

舎
の
位
置
、
新
市
名
の
決
定
な

ど
順
次
法
定
協
議
会
で
方
向
づ

け
が
な
さ
れ
、
き
め
細
か
く
速

や
か
に
決
定
さ
れ
て
ま
い
り
ま

す
。
従
い
ま
し
て
、
ダ
ム
の
振

興
計
画
共
々
肱
川
町
の
振
興
計

画
に
基
つ
く
主
要
施
策
を
し
つ

か
り
と
立
て
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
、
今

議
会
に
提
案
を
い
た
し
て
お
り

と
3

り

ま
す
「
肱
川
の
森
林
を
育
む
基

金
条
例
」
を
設
置
し
、
森
林
の

公
益
的
な
機
能
の
果
た
す
役
割

を
明
確
に
す
べ
く
、
情
報
を
発

信
し
て
ま
い
り
ま
す
。
初
年
度

と
い
た
し
ま
し
て

1
0
0
万
円

を
予
算
に
計
上
い
た
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
商
業
活
性
化
の

た
め
の
事
業
展
開
と
し
て
少
額

で
は
あ
り
ま
す
が
、
商
工
会
へ

支
援
措
置
を
講
じ
、
そ
の
方
向

づ
け
を
検
討
す
る
よ
う
に
い
た

し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
独

自
の
特
産
品
開
発
と
各
種
イ
ベ

ン
ト
を
行
い
肱
川
町
の
名
物
、

名
品
の
発
掘
、
紹
介
を
展
開
し

て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
第
2
と
い
た
し
ま
し

て
、
「
い
き
が
い
の
町
ひ
じ
か

わ
」
で
は

14
年
度
か
ら
始
め
ま

し
た
少
子
化
対
策
事
業
の
実
施、

地
域
づ
く
り
後
継
者
自
立
支
援

事
業
の
実
施
を
さ
ら
に
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
保
健
医
療
で
は

集
団
検
診
に
よ
る
病
気
の
発
見

が
、
機
器
の
精
密
化
に
よ
り
容

易
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
の

で
、
引
続
き
成
人
病
検
診
の
充

実
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
が
、

新
年
度
は
近
年
、
特
に
顕
著
に
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な
っ
て
お
り
ま
す
前
立
腺
が
ん

の
検
診
を
実
施
し
、
そ
の
発
見

予
防
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

第

3
と
い
た
し
ま
し
て
「
ふ

れ
あ
い
の
町
ひ
じ
か
わ
」
で
は

新
設
合
併
に
向
か
っ
て
し
っ
か

り
と
し
た
自
治
組
織
を
構
築
す

る
た
め
に
、
大
幅
な
思
い
切
っ

た
再
編
を
行
い
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
も
う
既
に
ご
承
知

の
と
お
り
、
町
民
ス
テ
ー
シ
．ョ

ン
を
碁
軸
と
し
た
自
治
セ
ン
タ

ー
を
設
置
し
、
旧
来
の
公
民
館

活
動
の
上
に
自
治
活
動
を
盛
り

込
み
、
簡
素
化
し
た
自
立
促
進

を
図
り
な
が
ら
住
民
サ
ー
ビ
ス

に
心
が
け
、
町
民
の
皆
さ
ん
と

行
政
が
う
ま
く
連
動
で
き
る
自

治
会
を
設
立
し
、
新
年
度
か
ら

ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
ま
い
り
ま

す
。
こ
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て

は
、
議
員
各
位
、
町
民
の
皆
さ

た
ん

ん
か
ら
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を

い
た
だ
き
恐
縮
に
存
じ
て
お
り

ま
す
が
、
こ
の
こ
と
は
私
と
し

て
は
特
箪
す
べ
き
熱
い
思
い
で

あ
り
、
必
ず
や
肱
川
町
の
将
来

を
考
え
た
時
、
や
っ
て
良
か
っ

た
と
ご
賛
同
い
た
だ
け
る
自
治

組
織
に
な
る
も
の
と
確
信
を
い

た
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め

の
自
治
活
動
充
実
発
展
の
た

め
、
職
員
を
派
遣
し
、
地
区
の

皆
さ
ん
が
容
易
に
活
動
で
き

る
、
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
サ
ー

ビ
ス
業
務
に
努
め
て
ま
い
り
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

第

4
と
い
た
し
ま
し
て
「
文

化
の
町
ひ
じ
か
わ
」
で
は
、
大

谷
地
区
に
自
治
セ
ン
タ

ー
を
建

設
い
た
し
ま
す
。

6
月
早
々
県

の
内
示
を
い
た
だ
き
、
早
期
着

工
、
早
期
完
成
に
努
め
ま
す
。

私
は
、
こ
の
建
物
は
木
材
、
特

に
県
産
材
を
利
用
し
、
木
に
や

さ
し
い
、
そ
し
て
、
森
林
資
源

の
大
切
さ
や
重
要
性
を
再
認
識

し
て
い
た
だ
く
た
め
の
館
と
し

て
建
築
い
た
し
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
ご
期
待
に
応
え
る

施
設
が
出
来
る
も
の
と
楽
し
み

に
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

体
育
協
会
の
充
実
に
も
意
を
注

い
で
ま
い
り
ま
す
。
ご
承
知
の

よ
う
に
今
ま
で
公
民
館
行
事
で

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
町
民
運

動
会
や
各
種
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す

る
事
業
は
す
べ
て
体
育
協
会
に

移
管
い
た
し
ま
す
。
従
い
ま
し

て
、
そ
の
予
算
措
置
に
つ
い
て

も
補
助
金
と
し
て
町
か
ら
支
出

し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
こ
と
に

よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
の
催
し
は
す

べ
て
一
本
化
さ
れ
る
も
の
と
期

待
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

第

5
と
い
た
し
ま
し
て
、

「
共
生
の
町
ひ
じ
か
わ
」
で
は

今
年

4
月

29
日
を
も
っ
て
、
昭

和

18
年
に
肱
川
村
が
発
足
い
た

し
ま
し
て
か
ら
、

60
周
年
に
な

り
ま
す
。
こ
の
際
、
肱
川
行
政

60
周
年
記
念
事
業
を
実
施
し

て
、
移
り
行
く

60
年
の
歴
史
を

ひ
も
と
き
な
が
ら
、
先
人
に
思

い
を
馳
せ
積
年
の
重
み
を
回
想

い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

の
席
上
に
お
い
て
議
員
各
位
の

ご
賛
同
を
い
た
だ
き
、
恒
例
の

表
彰
の
他
、
長
年
町
政
発
展
及

び
ご
功
労
を
い
た
だ
い
た
大
野

和
氏
に
名
誉
町
民
の
称
号
を
、

故
藤
田
福
助
氏
、
岩
田
横
太
郎

氏
に
功
労
賞
を
そ
れ
ぞ
れ
お
贈

り
し
、
顕
彰
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
特
に
近
年
、
世
界
的
に
環
境

問
題
、
汚
染
問
題
等
地
球
規
模

で
議
論
が
な
さ
れ
て
久
し
く
な

り
ま
す
。
肱
川
町
で
は

14
年
度

か
ら
環
境
に
や
さ
し
い
町
づ
く

り
を
目
指
し
、
生
活
環
境
の
保

全
創
造
に
努
め
る
べ
く
研
究
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

15
年
度
は

全
町
的
に
微
生
物
、
特
に

E
M

菌
増
殖
に
よ
る
活
用
で
美
化
運

動
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

15
年
度
の
施
策
に
つ
い
て
、
そ

の
一
端
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
私
の
信
念
は
あ

く
ま
で
も
改
革
、
改
善
、
即
実

行
に
あ
り
ま
す
。
今
の
時
代
は

改
革
な
く
し
て
、
行
政
な
し
と

言

っ
て
も
過
＿―-
口
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
私
も
こ
の

2
年
間
町
政
を

平成15年度 社会保険一日 （出張）相談日程表

開催場所・開催日程

大洲商工会議所 内子町商工会

4月 7日（月） 22日（火） 8日（火） 23日（水）

5月 6日（火） 20日（火） 7日（水） 21日（水）

6月 5日（木） 24日（火） 6日（金） 25日（水）

7月 7日（月） 22日（火） 8日（火） 23日（水）

8月 6 B（水） 20日（水） 12日（火） 21日（木）

9月 4日（木） 24日（水） 5日（金） 25日（木）

10月 6日（月） 21日（火） 7日（火） 22日（水）

11月 5日（水） 25日（火） 6日（木） 26日（水）

12月 4 B（木） 17日（水） 5日（金） 18日（木）

1月 7日（水） 20日（火） 14日（水） 21日（水）

2月 5日（木） 24日（火） 6日（金） 25日（水）

3月 4日（木） 23日（火） 5日（金） 24日（水）

担
当
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

い
ろ
ん
な
施
策
に
お
い
て
常
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
で
前
向
き
に

実
践
を
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

中
に
は
失
政
も
あ
っ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
少
し
で

も
新
し
い
町
創
造
を
め
ざ
し

て、

1
期

4
年
の
前
半
を
頑
張

っ
た
心
意
気
だ
け
は
自
負
い
た

し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

厳
し
い
ご
意
見
は
出
て
く
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
合

併
が
そ
こ
ま
で
来
て
お
り
ま

す
。
今
、
肱
川
町
に
と
っ
て
大

切
な
こ
と
は
失
敗
し
な
い
こ
と

で
は
な
く
、
失
敗
を
次
の
成
功

に
生
か
す
こ
と
だ
と
思
い
ま

（相談時間： 10:00-15: 30) 

す
。
挫
折
し
て
も
く
じ
け
ず
、

ま
た
立
ち
上
が
っ
て
新
し
い
町

を
創
造
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
今

の
肱
川
町
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
肱
川
行
政
は
今
年
60
年
を

迎
え
ま
す
。
肱
川
町
の
歴
史
に

学
び
、
先
人
に
学
び
、
勇
気
と

希
望
を
も
っ
て
、
真
の
肱
川
町

ら
し
さ
を
見
出
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
私
は
、
勇
気
と
英
断

を
も
っ
て
新
し
い
市
に
立
ち
向

か
う
べ
く
全
身
全
霊
を
傾
け
て

い
く
覚
悟
で
あ
り
ま
す
の
で
、

議
員
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
所

信
表
明
を
終
わ
り
ま
す
。
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肱
川
町
で
は
、
新
し
い
町
創

造
指
針
計
画
書
に
沿
っ
て
町
の

経
営
を
模
索
し
、
現
在
の
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
築
き

上
げ
て
き
て
い
ま
す
。

現
在
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ら

の
課
題
に
つ
い
て
は
着
々
と
事

務
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
と

考
え
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で

、

現
在
の
財
政
状
況
や
、
ま
た
、

合
併
し
た
場
合
の
財
政
見
通
し

を
踏
ま
え
、
各
市
町
村
に
お
い

て
基
本
計
画
等
で
掲
げ
て
い
る

施
策
が
、
現
実
的
に
可
能
で
あ

る
か
。

ま
た
、
対
等
合
併
と
い
う
点

で
各
市
町
村
の
経
営
状
況
も
い

ろ
い
ろ
で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、

基
金
や
債
務
、
さ
ら
に
は
町
有

財
産
等
の
整
理
に
つ
い
て
、
町

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
お
ら
れ

る
の
か
お
伺
い
を
い
た
し
ま
す
。

市
町
村
合
併
に
つ
い
て

岩
田

忠

義

議

員

〔
町
長
〕

市
町
村
合
併
に
つ
き
ま
し
て

は
、
本
年

1
月

1
日
に
閑
係

4

市
町
村
で
も
づ
て
法
定
の
大
洲

喜
多
合
併
協
議
会
を
設
置
い
た

し
ま
し
た
。

平
成

17
年

1
月
の

合
併
に
向
け
て
取
リ
組
み
を
行

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。
現
在
ま
で
に
先
進
地
視
察

を
含
め
協
議
会
を

3
回
開
催
し
、

ま
た
、
本
年
1
月
、
「
新
市
将
来

構
想
策
｛
疋
委
員
会
」
を
設
置
し
、

3
月
に
は
「
新
市
名
候
補
選
定

小
委
員
会
」
と
「
新
市
の
事
務

所
の
位
置
等
検
討
小
委
昌
会
」

も
設
置
さ
れ
、
検
討
に
入
る
こ

と
に
な
っ
て
お
リ
ま
す
。
な
お
、

各
市
町
村
と
も
振
興
計
画
を
策

定
し
、
町
づ
く
リ
を
推
進
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
リ
ま
す
が
、

当
町
に
お
き
ま
し
て
も
昨
年

12

月
、
新
し
い
町
肱
川
町
創
造
指

針
を
策
定
し
、
「
共
生
．
共
風

・

共
創
」
を
基
本
理
念
に
掲
げ
、

五
つ
の
基
本
構
想
の
実
現
に
向

け
て
取
リ
組
み
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
承

知
の
と
お
リ
国
・
地
方
の
財
政

は
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
リ

ま
す
。
財
政
の
見
適
し
に
つ
き

ま
し
て
は
、
財
源
の
大
半
を
占

め
る
地
方
交
付
税
の
大
幅
減
額

と
合
わ
せ
て
町
税
の
落
ち
込
み

等
、
大
変
厳
し
い
状
況
に
な
る

こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
状
況
の
な
か
で
基
本
計

画
に
掲
げ
て
い
る
施
策
を
す
べ

て
実
施
す
る
こ
と
は
容
易
で
は

な
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
各
市

町
村
そ
れ
ぞ
れ
将
来
を
見
据
え

た
計
画
を
立
て
て
い
る
わ
け
で

あ
リ
ま
す
し
、
合
併
協
議
会
で

の
建
設
計
画
協
議
と
な
り
ま
す

と
、
各
市
町
村
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
建
設
計
画
が
実
現
で
き
る

よ
う
最
善
の
努
力
を
し
て
ま
い

リ
た
い
と
思
っ
て
お
リ
ま
す
。

な
お
、
基
金
や
債
務
、
町
有
財

産
の
整
理
に
つ
き
ま
し
て
は
、

大
汎
喜
多
合
併
協
議
会
の
合
併

協
議
項
目
の
基
本
項
目
、
「
財
産

の
取
扱
い
」
の
中
で
協
議
し
て

い
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
先
進
事
例
で
は
、
こ
れ
ら

す
べ
て
に
つ
い
て
、
新
市
に
引

き
継
い
で
い
る
よ
う
で
あ
リ
ま

す
。
今
後
、
合
併
協
議
会
の
協

議
の
進
展
に
合
わ
せ
ま
し
て
議

会
と
連
携
協
議
を
し
な
が
ら
取

リ
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
あ
リ

ま
す
の
で
、
議
昌
各
位
の
一
層

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
顆
い

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

肱
川
町
で
は
、
他
町
に
先
駆

け
た
教
育
実
践
が
行
わ
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
よ
り

一
層

の
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す。
甚
本
的
に
は
、
生
き
る
こ
と

を
身
に
つ
け
る
こ
と
が

一
番
の

目
的
で
す
が
、
小
さ
い
か
ら
出

来
る
と
い
う
視
点
に
立
ち
ま
し

て
、
一
人
ひ
と
り
に
対
す
る
細

や
か
な
教
育
が
大
切
で
あ
ろ
う

か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
現
在
、

文
部
科
学
省
に
お
き
ま
し
て

も
、
少
人
数
学
習
指
導
が
推
進

さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成

13
年
度

か
ら

17
年
度
の
間
に
全
国
で

2

万
2
5
0
0
人
の
教
員
を
増
員

す
る
計
画
が
示
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
当
町
に
お
き
ま
し
て
は
、

小
規
模
学
級
、
あ
る
い
は
少
人

数
教
育
の
特
性
を
生
か
し
た
教

育
を
実
践
し
子
供
た
ち
の
個
性

を
十
分
に
引
き
出
す
よ
う
な
人

材
教
育
が
望
ま
れ
ま
す
が
、
町

と
し
て
の
お
考
え
を
お
伺
い
い

た
し
ま
す
。

〔
町
長
〕

ま
ず
、
現
状
で
す
が
、
町
内

に
は
中
学
校

1
校
、
小
学
校

4

校
ご
ざ
い
ま
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

合
わ
せ
ま
す
と
現
在
、
小
学
校

2

小
規
模
校
で
の
教
育
に
つ

い
て

固定資産税の縦覧は

法律の改正に伴い

6月28まで

実施しています。

お問い合わせ先

窓口課税務係

ff 34-2311 

平成15年

所28（水）

＇がやってくる！

肱川町から生中継

⑭〕
松山

永井克興
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町讀会を傍聴する正山小学校6年生

4
校
で
1
7
0
人
の
生
徒
が
お

り
ま
す
。
こ
れ
も
間
も
な
く
卒

業
式
を
迎
え
ま
し
て
4
月
か
ら

の
新
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、

さ
ら
に
9
人
減
の
1
6
1
人
の

生
徒
数
に
な
リ
ま
す
。
ち
な
み

に
、
中
野
小
学
校
67
人、

正
山

小
学
校
57
人
、
大
谷
小
学
校
23

人、

予
子
林
小
学
校
14
人
の
計

1
6
1
人
に
な
る
予
定
で
あ

リ
、
そ
の
中
で
も
特
に
予
子
林

小
学
校
に
お
き
ま
し
て
は
現

在
、
3
年
生
と
5
年
生
が
ゼ
ロ

で
ご
ざ
い
ま
す
。
新
年
度
に
な

リ
ま
す
と
、
4
年
生
と
6
年
生

が
な
く
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、

大
谷
に
つ
き
ま
し
て
は
3
S
4

年
と
5
S
6
年
が
複
式
、
予
子

林
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
、
現

在
、
3
年
か
ら
6
年
ま
で
の
児

童
が
全
邑
で
6
人
し
か
お
リ
ま

せ
ん
。
少
人
数
敦
育
の
大
事
さ

と
い
う
の
は
、
岩
田
議
員
の
言

わ
れ
る
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
肱
川
町
の
現
状
は
こ
の
よ

う
な
状
況
で
あ
り
ま
す
。
少
数

精
鋭
と
言
い
ま
す
か
、
マ
ン
ツ

ウ
マ
ン
で
教
育
が
出
来
る
こ
と

は
本
当
に
子
供
た
ち
に
と
っ
て

は
い
い
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
ま
た
、

一
方
で
は

集
団
生
活
と
い
う
の
に
は
少
し

人
数
的
に
少
な
い
。
そ
し
て
ま

た
、
学
年
に
よ
っ
て
は
1
人
も

い
な
い
学
年
が
生
じ
る
。
現
在

も
生
じ
て
お
リ
ま
す
が
、
ど
う

か
な
と
い
う
感
じ
も
い
た
し
て

お
リ
ま
す
。
し
か
し
、
地
域
性

と
か
い
ろ
ん
な
地
域
の
こ
と
を

考
え
ま
す
と
少
人
数
で
も
今
の

町
内
4
校
を
残
し
た
い
、
存
続

し
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
私
も

議
員
各
位
も
同
じ
で
あ
ろ
う
と

思
っ
て
お
リ
ま
す
。
し
か
し
、

こ
う
い
っ
た
現
在
の
厳
し
い
行

財
政
の
中
で
今
後
ど
の
よ
う
に

な
る
か
、
懸
念
を
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
普
適
で
あ

れ
ば
肱
川
町
全
体
で
小
学
校
1

校
で
十
分
足
り
る
人
数
で
す
。

以
前
は
私
ど
も
が
小
学
生
の
頃

は

だ

い

た

い

50
人
か
ら
52
、

3
人
位
で
ー
ク
ラ
ス
が
形
成
さ

れ
て
お
リ
ま
し
た
が
、
そ
れ
が

現
在
だ
ん
だ
ん
と
少
な
く
な
っ

て
お
り
ま
し
て
、
今
は
、
40
人

位
に
な
っ
て
い
る
か
、
40
人
を

切
っ
て
い
る
ク
ラ
ス
も
あ
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
っ
て
お

リ
ま
す
が
、
そ
う
い
う
人
た
ち

か
ら
見
れ
ば
目
の
行
き
届
い
た

毅
育
が
さ
れ
る
こ
と
は
現
実
で

ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
、

一
方

で
先
ほ
ど
言
い
ま
し
た
よ
う
に

厳
し
い
財
政
状
況
が
ご
ざ
い
ま

す
。
ち
な
み
に
言
い
ま
す
と
現

在
、
新
年
度
か
ら
1
6
1
人
の

生
徒
さ
ん
に
な
る
わ
け
で
す

が
、
そ
の
生
徒
さ
ん
を
扱
っ
て

い
る
教
職
員
は
、
肱
川
町
小
学

校
4
校
で
37
人
お
ら
れ
ま
す
。

1
6
1
人
を
37
人
で
割
リ
ま
す

と
1
人
の
方
が
4
.
3
5
人
の

面
倒
を
見
て
い
る
と
い
う
状
況

に
な
リ
ま
す
。
そ
う
い
う
状
況

に
な
っ
て
ま
い
リ
ま
す
の
で
、

今
の
ま
ま
の
4
校
が
ど
の
よ
う

に
な
る
か
、
非
常
に
厳
し
い
状

態
で
す
。
こ
れ
ら
に
つ
き
ま
し

て
も
、
先
ほ
ど
の
質
問
に
も
合

わ
せ
ま
し
て
、
合
併
の
中
で
も

今
後
、
議
論
が
な
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
と
思
っ
て
お
リ
ま
す
が
、

私
の
現
在
の
考
え
方
は
少
し
で

も
長
く
今
の
町
内
四
つ
の
小
学

校
を
存
続
さ
せ
て
い
く
方
向

で
、
対
等
合
併
の
中
の
協
議
の

中
で
頑
張
っ
て
ま
い
リ
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

私
は
、
初
め
て
議
会
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
を
見
ま
し
た
。

議
場
は
広
く
て
す
ご
い
と
こ

ろ
だ
と
思
い
ま
し
た
。
議
昌

さ
ん
た
ち
は
、
思
っ
た
よ
リ

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
い
ま
し
た
。

議
会
の
中
で
は
、
議
長
さ
ん

が
え
ら
い
こ
と
が
わ
か
リ
ま

し
た
。
議
長
さ
ん
に
あ
て
ら

れ
て
か
ら
発
言
し
て
い
ま
し

た
。
言
い
合
い
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
を
見
て
、
す
ご
く
感

心
し
ま
し
た
。
自
分
が
思
っ

た
こ
と
を
手
を
挙
げ
て
発
表

し
て
い
ま
し
た
。
「
失
敗
し
た

ぼ
く
は
、
議
場
に
入
る
の

は
初
め
て
で
し
た
。
早
く
入

っ
て
待
っ
て
い
る
と
、
久
保

田
町
長
さ
ん
な
ど
の
え
ら
い

人
が
礼
を
し
て
入
っ
て
い
た

の
を
見
て
、
そ
れ
だ
け
こ
こ

は
神
聖
な
所
な
ん
だ
と
思
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、
会
議
が

始
ま
っ
た
と
た
ん
、
シ
ー
ン

と
な
っ
て
、
す
ご
い
い
圧
感

が
あ
リ
ま
し
た
。
議
場
の
中

で
は
、
知
っ
て
い
る
人
も
い

ま
し
た
が
、
い
つ
も
の
よ
う

ら
、
成
功
に
生
か
す
こ
と
が

大
切
」
と
、
町
長
さ
ん
の
言

わ
れ
た
こ
と
ば
が
印
象
に
残

り
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、

議
員
さ
ん
が
ど
ん
ど
ん
発
言

し
て
い
る
と
こ
ろ
も
印
象
に

残
リ
ま
し
た
。
あ
と
、
信
号

機
や
合
併
の
こ
と
を
議
会
で

話
し
あ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
リ
ま
し
た
。
今
日
は
、
す

ご
い
場
面
を
見
せ
て
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
す
ご
く
い
い
思
い
出
に

な
リ
ま
し
た
。

す
と
ち
が
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
議
会
を
年
4
回

も
開
い
て
、
役
場
の
人
た
ち

や
議
員
の
人
た
ち
は
、
大
変

だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
岩
田

議
員
さ
ん
は
、
相
手
が
久
保

田
町
長
さ
ん
な
の
に
、
は
っ

き
リ
意
見
を
言
っ
て
す
ご
い

と
思
い
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、

ま
た
こ
の
議
場
を
見
て
み
た

い
で
す
。
み
な
さ
ん
、
こ
れ

か
ら
も
肱
川
町
の
た
め
に
が

ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

町
議
会
戸
琵
”
5
6
丑
江
炉

一

一

感
想
文
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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〔
教
育
長
〕

小
規
模
校
の
敬
育
に
つ
い
て

で
す
が
、
先
ほ
ど
町
長
の
方
か

ら
も
答
弁
が
あ
リ
ま
し
た
よ
う

に
町
内
の
学
校
の
ほ
と
ん
ど
が

小
規
模
校
で
あ
リ
ま
す
。
こ
の

小
規
模
校
で
は
子
供

1
人
ひ
と

リ
と
教
育
の
触
れ
合
い
が
密
に

な
リ
ま
す
。
そ
し
て
、
豊
か
な

人
商
関
係
の
成
立
が
可
能
で
あ

リ
ま
す
。
少
人
数
学
級
、
複
式

学
級
の
た
め
に
人
間
関
係
の
固

定
化
や
馴
れ
合
い
に
な
リ
が
ち

で
は
あ
リ
ま
す
が
、
敦
師
の
目

が
行
き
届
き
、
き
め
細
か
い
配

慮
に
よ
る
個
人
差
、
個
性
に
あ

っ
た
指
導
、
個
別
指
導
を
推
進

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
子
供
た
ち
の
も
ろ

も
ろ
の
活
動
へ
の
出
番
が
多

く
、
ほ
ぽ
全
昌
が
役
員
ま
た
、

主
役
、
ま
た
．、

選
手
と
し
て
活

躍
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
て
お
リ

ま
し
て
、
そ
の
貴
重
な
体
験
の

積
み
重
ね
に
よ
リ
、
将
来
生
き

て
い
く
上
で
の
学
力
の
基
礎
を

培
う
も
の
と
思
っ
て
お
リ
ま

す
。
本
日
は
、
正
山
小
学
校
の

6
年
生
が
傍
聴
に
来
て
く
れ
て

お
リ
ま
す
。
こ
れ
も
生
き
た
社

会
勉
強
の
―
つ
で
あ
リ
ま
し

て
、
小
規
模
校
で
あ
る
が
ゆ
え

に
出
来
る
こ
と
で
あ
る
と
思
っ

て
お
リ
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
文

菌
科
学
省
で
は
少
人
数
授
業
な

ど
き
め
細
か
な
指
導
を
行
う
た

め
の
学
校
支
援
と
し
て
、
岩
田

議
員
の
ご
指
摘
の
と
お
リ
、
平

成
13
年
度
か
ら

17
年
度
の

5
年

周
に

2
万
2
5
0
0
人
の
増
員

が
計
画
さ
れ
て
お
リ
ま
す
。
な

お
、
愛
媛
凛
に
お
き
ま
し
て
は
、

5
年
間
で

3
8
5
人
の
増
昌
が

予
定
さ
れ
て
お
リ
ま
し
て
、
今

年
度
14
年
度
に
は
小
学
校
が

37

人
、
中
学
校
が

55
人
の
合
計

92

人
が
新
規
に
配
匿
を
さ
れ
て
お

リ
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
当
曲

の
よ
う
な
小
規
模
校
で
は
該
当

し
ま
せ
ん
が
、
別
の
制
度
で
肱

川
中
学
校
に
少
人
数
加
配
と
し

て
英
語
の
科
宮
に

1
人
配
置
さ

れ
て
お
リ
ま
す
。
そ
の
効
果
が

璽
老
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
リ
、
凛
の
ご
高
配
に
感
謝
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
リ
ま

す
。
今
後
に
お
き
ま
し
て
も
学

校
、
家
庭
、
並
び
に
先
ほ
ど
町

長
か
ら
あ
リ
ま
し
た
よ
う
に
、

4
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま

す
自
治
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し

た
地
域
と
の
連
携
を
と
り
な
が

ら
、
地
域
に
根
ざ
し
た
特
色
の

あ
る
学
校
づ
く
り
と
合
わ
せ
て

児
童
•
生
徒
の
個
性
を
尊
重
し

た
敦
育
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
リ
ま
す
の
で
、
ご
理

解
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す。

町
議
会

3
月
定
例
会
で
、
山
口
吉
浩
委
員
長
か
ら
山
鳥
坂
ダ
ム

事
業
の
経
緯
及
び
特
別
委
員
会
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
次
の
と

お
り
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

ダ
ム
事
業
の
経
緯
に
つ
い

て
昭
和
57
年
建
設
省
、
県
の
予

備
調
査
の
要
請
を
受
け
て
既
に

21
年
、
ま
た
、
平
成
4
年
ダ
ム

建
設
の
受
け
入
れ
よ
り
前
進
す

る
こ
と
な
く

11
年
を
経
過
し
、

水
没
地
域
の
住
民
の
皆
さ
ん
の

長
期
に
わ
た
る
精
神
的
痛
み
や

苦
し
み
、
高
齢
化
が
進
む
中
で

先
の
見
え
な
い
不
安
な
生
活
が

続
き
多
大
な
迷
惑
を
か
け
て
い

る
。平

成
12
年
8
月
に
は
与
党
3

党
が
山
鳥
坂
ダ
ム
を
含
む
公
共

事
業
の
中
止
を
勧
告
、
平
成
13

年
5
月
国
土
交
通
省
が
ダ
ム
計

画
見
直
し
案
を
提
示
、
同
年

11

月
中
予
の
ダ
ム
建
設
推
進
協
議

会
が
ダ
ム
計
画
見
直
し
案
を
拒

否
、
同
じ
く

11
月
流
域
の
ダ
ム

対
策
協
議
会
が
国
土
交
通
省
四

国
地
方
整
備
局
に
分
水
を
除
い

た
見
直
し
案
の
推
進
を
要
望
。

同
じ
く

11
月
国
土
交
通
省
四

国
地
方
整
備
局
事
業
評
価
監
視

委
員
会
が
、
分
水
を
中
止
し
た

上
、
肱
川
の
治
水
な
ど
を
目
的

に
計
画
を
再
見
直
し
し
て
ダ
ム

事
業
を
継
続
す
る
こ
と
を
妥
当

と
し
た
。
平
成
14
年

5
月
国
土

交
通
省
四
国

地
方
整
備
局
が
、

•

ダ
ム
計
画
再
見
直
し
案
を
提

示、

7
月
3
日
流
域
の
ダ
ム
対

策
協
議
会
が

5
項
目
を
要
望
し

た
上
で
再
見
直
し
案
（
最
終
案
）

の
受
入
れ
を
決
議
、

7
月
9
日

国
土
交
通
省
四
国
地
方
整
備
局

が
流
域
の
ダ
ム
対
策
協
議
会
の

要
望
を
盛
り
込
ん
だ
再
見
直
し

案
（
最
終
案
）
を
提
示
。

7
月

2
4
H
流
域
の
ダ
ム
対
策

協
議
会
が
再
見
直
し
案
（
最
終

案
）
の
受
入
れ
を
決
議
。

乎
成
14
年
8
月
1
日
に
開
か

れ
た
国
土
交
通
省
四
国
地
方
整

備
局
事
業
評
価
監
視
委
員
会
で

ダ
ム
建
設
事
業
の
継
続
は
「
妥

当
」
と
の
判
断
が
な
さ
れ
、
平

成
14
年
12
月
20
日
に

15
年
度
の

政
府
予
算
案
原
案
で
山
鳥
坂
ダ

ム
が
、
治
水
ダ
ム
と
し
て
の
建

設
事
業
費
が
要
求
ど
お
り
の

6

億
円
盛
り
込
ま
れ
、
与
党
3
党

に
よ
る
中
止
勧
告
や
中
予
分
水

の
中
止
な
ど
、
事
業
方
針
を
め

ぐ
っ
て
揺
れ
動
い
た
ダ
ム
建
設

が
最
終
的
に
確
定
し
た
。

山
鳥
坂
ダ
ム
対
策
特
別
委
員
会
中
間
報
告

（
経
過
概
要
は
省
略
）

2

ダ
ム
事
業
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

特
別
委
員
会
、
議
員
協
議
会
、

山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
対
策
協
議
会

等
、
関
係
す
る
会
議
に
お
い
て
、

肱
川
町
の
置
か
れ
て
い
る
立

場
、
水
没
予
定
地
区
の
高
齢
化

と
衰
退
し
て
い
る
実
態
と
ダ
ム

事
業
の
推
進
を
訴
え
、
ま
た
、

機
会
あ
る
ご
と
に
県
、
国
土
交

通
省
を
始
め
関
係
機
関
に
早
期

着
工
の
要
請
を
続
け
て
来
た
。

県
に
お
い
て
も
、
加
戸
知
事

が
治
水
、
環
境
対
策
と
し
て
の

山
鳥
坂
ダ
ム
の
建
設
を
積
極
的

に
推
進
さ
れ
て
お
り
、
今
後
共
、

関
係
す
る
流
域
の
市
町
村
が
一

体
と
な
っ
て
山
鳥
坂
ダ
ム
の
早

期
着
工
に
向
か
っ
て

一
層
鋭
意

努
力
を
重
ね
て
い
く
必
要
が
あ

る
。平

成

15
年
度
の
財
務
省
の
予

算
原
案
も
要
求
ど
お
り
6
億
円

が
計
上
さ
れ
て
お
り
、
水
没
地

区
の
生
活
再
建
、
付
け
替
え
県

道
、
水
没
地
域
を
は
じ
め
町
の

振
興
策
に
つ
い
て
引
き
続
き
関

係
機
関
に
要
望
し
て
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

以
上
、
概
要
を
申
し
上
げ
ダ

ム
対
策
特
別
委
員
会
の
中
間
報

告
と
い
た
し
ま
す
。
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以
前
に
も
こ
の
問
題
は

一
般

質
問
で
出
た
と
い
う
話
を
聞
い

た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
も

う
そ
の
当
時
と
み
る
と

20
倍、

30
倍
の
交
通
量
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
再
質
問
と
い
う
形
で
出

し
て
み
ま
し
た
が
、
当
町
に
は

現
在
信
号
機
は
無
い
わ
け
で
す

が
、
現
在
の
よ
う
に
各
家
庭
に

2
ー
3
台
の
車
を
保
有
し
、
ま

た
、
国
道
の
整
備
が
進
ん
だ
中

で
、
国
道

1
9
7
号
線
の
通
称

「
赤
い
鳥
居
」
付
近
の
交
差
点

で
は
安
心
し
て
国
道
に
出
る
こ

と
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
お
り

ま
す
。
今
後
の
事
業
に
よ
る
交

通
量
も
予
想
さ
れ
、
事
故
が
あ

る
前
に
対
策
を
講
じ
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
ま
す
。
町
長
の

ご
所
見
を
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

〔
町
長
〕

信
号
機
の
設
置
に
つ
い
て
で

す
が
、
滝
山
地
区
の
信
号
機
設

置
に
つ
き
ま
し
て
は
地
域
住
民

の
設
置
要
望
も
強
く
、
ま
た
、

大
涜
交
遅
安
全
協
会
肱
川
支
部

か
ら
も
設
置
要
望
が
出
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
近
年
、
道
路
の

改
良
整
備
が
進
む
に
つ
れ
て
国

道

1
9
7
号
線
の
交
通
量
は
飛

躍
的
に
増
加
し
て
お
リ
ま
す
。

滝
山
地
区
は
そ
の
国
道
と
喋

3

信
号
機
の
設
置
に
つ
い
て

道
•

町
道
が
複
雑
に
交
差
し
、

交
適
量
の
増
加
と
と
も
に
大
変

危
険
な
交
差
点
と
な
っ
て
お
リ

ま
す
。
町
に
お
き
ま
し
て
は
、

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
信
号
機
の
設

置
要
望
を
い
た
し
、

14
年

5
月

に
信
号
機
設
置
要
望
書
を
大
洲

警
察
署
長
宛
に
提
出
い
た
し
て

お
リ
ま
す
。
ま
た
、
肱
川
町
敦

育
委
員
会
か
ら
も
本
年

1
月
に

信
号
機
設
置
要
望
書
を
提
出
い

た
し
て
お
り
ま
す
。
県
に
お
い

て
も
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
た
だ
い
て
お
リ
ま
す

し
、
町
と
い
た
し
ま
し
て
も
機

会
あ
る
ご
と
に
要
望
し
て
ま
い

リ
た
い
と
思
っ
て
お
リ
ま
す
の

で
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

同
じ
く
、
神
井
恵
＿
郎
委
員
長
か
ら
大
洲
喜
多
合
併
の
調
査
研

究
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

1

大
洲
喜
多
合
併
の
経
緯

政
府
は
、
地
方
分
権
の
推
進

に
対
応
し
て
、
市
町
村
の
行
政

甚
盤
の
強
化
、
効
率
化
を
推
進

す
る
た
め
市
町
村
合
併
を
強
力

に
推
進
し
て
お
り
、
時
代
は
ま

さ
に
歴
史
的
転
換
期
を
迎
え
て

い
る
。

当
町
に
お
い
て
も
、
第
3
2

0
回

6
月
定
例
会
に
お
い
て
、

町
長
が
市
町
村
合
併
は
必
要
不

可
欠
と
考
え
大
洲
市
と
喜
多
郡

の
町
村
を
含
め
た
県
の
基
本
パ

タ
ー
ン
で
の
合
併
を
進
め
て
い

く
こ
と
を
表
明
さ
れ
、
議
会
も

こ
れ
を
了
承
し
た
。
今
後
、
こ

の
合
併
を
進
め
て
い
く
に
当

り
、
山
積
し
て
い
る
諸
問
題
に

対
し
、
誤
り
の
な
い
決
断
が
な

さ
れ
る
よ
う
議
会
の
役
割
を
果

た
す
べ
く
第
3
2
3
回

9
月
定

例
会
に
お
い
て
、
「
大
洲
喜
多

合
併
推
進
特
別
委
員
会
」
を
設

置
し
、
将
来
に
わ
た
る
地
域
の

あ
り
方
や
内
外
の
諸
情
勢
の
変

化
と
住
民
意
識
を
的
確
に
把
握

し入

喜
多
郡
（
長
浜
・
河
辺
・

肱
川
）
と
の
情
報
交
換
会
等
を

行
う
等
、
新
時
代
に
ふ
さ
わ
し

い
地
方
自
治
の
確
立
と
、
発
展

を
目
指
し
、
鋭
意
努
力
を
重
ね

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

平
成

15
年

1
月
に
は
「
大
洲

喜
多
合
併
協
議
会
」
が
設
立
さ

れ
、
合
併
の
方
式
、
合
併
の
期

日
、
新
市
の
名
称
、
新
市
の
事

務
所
の
位
置
等
甚
本
的
な
こ
と

に
つ
い
て
協
議
が
な
さ
れ
て
い

る
が
、
合
併
は
地
方
自
治
の
根

幹
に
か
か
わ
る
重
要
な
事
柄
で

あ
る
こ
と
か
ら
、

4
市
町
村
の

状
況
の
把
握
、
意
見
交
換
、
先

進
地
視
察
研
修
を
行
う
等
、
新

時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
地
方
自
治

の
確
立
と
発
展
の
た
め
全
力
で

取
り
組
む
べ
く
決
意
を
新
た
に

し
て
い
る
。

（
経
過
概
要
は
省
略
）

2

今
後
の
進
め
方

今
後
は
、
次
の
よ
う
な
項
目

に
つ
い
て
、
ま
た
、
甚
本
原
則

に
基
づ
い
て
協
議
を
行
い
、
新

市
に
移
行
す
る
際
、
住
民
生
活

に
支
障
が
な
い
よ
う
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

①

基

本

的

協

議

項

目

と

し

て、

①
合
併
の
方
式
②
合
併

の
期
日
③
新
市
の
名
称
④
新

市
の
事
務
所
の
位
置
⑤
財
産

の
取
扱
い

大
洲
喜
多
合
併
推
進
特
別
委
員
会
中
間
報
告

②
合
併
特
例
法
に
規
定
さ
れ

て
い
る
協
議
項
目
と
し
て
、

①
議
会
の
議
員
の
定
数
及
び

任
期
の
取
扱
い
②
農
業
委
員

会
の
委
員
の
定
数
及
び
任
期

の
取
扱
い
③
地
方
税
の
取
扱

い
④
一

般
職
の
職
員
の
身
分

の
取
扱
い
⑤
地
域
審
議
会
の

取
扱
い
⑥
新
市
建
設
計
画

③
そ
の
他
必
要
な
協
議
項
目

と
し
て
、

①
特
別
職
の
職
員

の
身
分
の
取
扱
い
②
条
例、

規
則
の
取
扱
い
③
事
務
組
織

及
び
機
構
の
取
扱
い
④
一

部

事
務
組
合
の
取
扱
い
⑤
使
用

料
、
手
数
料
等
の
取
扱
い
⑥

公
共
的
団
体
等
の
取
扱
い
⑦

補
助
金
、
交
付
金
等
の
取
扱

い
⑧
行
政
連
絡
機
構
等
の
取

扱
い
⑨
町
名
・

字
名
の
取
扱

い
⑩
慣
行
の
取
扱
い
⑪
そ
の

他
（
各
種
事
務
事
業
の
取
扱

い）
〔
調
整
基
本
原
則
〕
は

①

一
体
性
確
保
の
原
則

②
住
民
福
祉
向
上
の
原
則

③
負
担
公
平
の
原
則

④
健
全
な
財
政
運
営
の
原
則

③
行
政
改
革
推
進
の
原
則

⑥
適
正
規
模
準
拠
の
原
則

と
す
る
。

以
上
、
概
要
を
申
し
上
げ
大

洲
喜
多
合
併
推
進
特
別
委
員
会

の
中
間
報
告
と
い
た
し
ま
す
。
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◎
吉
川
三
代
子
氏
に

愛
媛
県
農
業
会
議
会
長
表
彰
◎

行
政
相
談
委
員
に

角
田
利
三
氏
が
就
任

行
政
相
談
委
員
と
し
て

長
期
に
渡
り
活
動
さ
れ
て

い
た
福
田
保
氏
（
下
鹿

野
川
）
が
今
期
限
り
で
退

任
さ
れ
る
の
に
伴
い
、
平

成

15
年

4
月

1
日
付
け

で
、
角
田
和
三
氏
（
汗
生
）

が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

福
田
氏
は
、
肱
川
町
の

行
政
相
談
委
員
と
し
て

25

年
間
、
町
民
か
ら
の
行
政

一一

に
対
す
る
不
満
や
悩
み
の

相
談
を
受
け
、
行
政
と
の

パ
イ
プ
役
と
し
て
地
道
に

活
動
さ
れ
ま
し
た
。
永
い

間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

こ
の
度
、
就
任
さ
れ
た

角
田
氏
は
各
種
要
職
を
歴

任
さ
れ
、
行
政
知
識
も
豊

富
で
、
行
政
相
談
委
員
と

し
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
、

こ
れ
ま
で
同
様
、
お
気
軽

に
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
な
お
、
相
談
日
に
つ

い
て
は
毎
凡
の
広
報
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

肱
川
町
農
業
委
員
と
し
て

10
年
間
ご
活
躍
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
吉
田
三
代
子
氏
（
中
居
谷
）
が

3
月
25

日
、
愛
媛
県
農
業
会
議
通
常
総
会
の
席
上
、
永
年
の
功

績
に
対
し
愛
媛
県
農
業
会
議

会
長
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
と
も
農
業
・
農
村
・

農
業
者
の
代
表
と
し
て
一
層

の
ご
指
導
ご
活
躍
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

臣野

まさゆき

東 誠幸
（窓口課）

少
し
で
も
住
民
の
皆
様

の
お
役
に
立
て
る
よ
う
、

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。一

社
会
人
と
し
て
の
自

覚
を
し
っ
か
リ
持
ち
、

1

日
で
も
早
く
仕
事
に
慣
れ

て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

（
上
嵯
峨
谷
）

る み

稲田留美
（健康課）

r—かし

谷 本 孝 史
（産業課）

八
重
栗
）

早
く
仕
事
に
慣
れ
、
仕

事
が
で
き
る
よ
う
‘
頑
張

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
末
熟
な
者

で
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

てつなり

冨永哲成
（創造課）

下
鹿
野
川
）

学
生
生
活
を
高
松
で
過

ご
し
て
参
リ
ま
し
た
が
、

こ
の
度
祖
父
母
の
住
む
肱

川
町
で
勤
務
で
き
る
こ
と

に
な
リ
ま
し
た
。
早
く
仕

事
と
地
域
の
こ
と
を
覚
え

住
民
の
方
々
の
役
に
立
て

る
よ
う
頑
張
リ
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
八
重
栗
）
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曹洞宗泰喜山陽春院

根
み
は

水
K

濱
し

息
は

今
月
の
こ
と
ば

平成15年度農作業の雇用賃金等の目安表

項 目 金 額

田植機 山田 9,000円

田植 (10 a当り） 沖田 7,000円

春田起こし 山田 10,000円
稲 沖卜田区別なし

沖田 9,000円ラクター (10a当り）

しろかき (10a当り） 12,000円

作 稲刈り Iバ インダー 9,000円

(10 a当り） I コンバイン 16,000円

脱 穀（もみ l俵あたり） 580円

もみすり（米 l俵あたり） 850円

一 般農作業
ヵ田 7,500円

女 5,500円

曇◎ム社'-な っても提供している郵政事業のサービスは
変わりません

につぼん

日本郵政公社がスタートしました

この金額はあくまでも甚準ですから、人

の能力差・地理的条件などを検討の上、双

方で適正な賃金を決定してください。

●郵便

これまでと変わらないユ

ニバーサルサービスを提供

していきます。

①全国均一料金

②全国均ーサービス

③ボスト投函制

●郵便貯金

これまでと変わらない基

礎的金融サービスを提供し

ていきます。

l 貯金•利子の払戻し、
振替口座の預り金払い出

しは、政府が保証

2 郵便貯金の限度額は、

今までどおり一人1,000万
円まで（地方公共団体等

の公共法人についても、

限度額1,000万円が新設）

●簡易生命保険

これまでと変わらない基

礎的生活保障手段を提供し

ていきます。

1 簡易生命保険の保険金、

年金等の支払を政府が保証

2 募集行為規制を法定し、

これまで以上に適正な保

険募集の実施

r----------- 青い馬郵便葉書 -----------, 

青い鳥郵便葉書の無償配布を実施します。

対象者・・・・・・・・…重度の身体障害者 (1級又は2級）又は重度

の知的障害者に該当する方。
受付期間・・・・・・・・…•平成 15年4月 1 日から6月 2日まで
無償配布開始日•••平成 15年4月 21 日
申し出の方法・・・…郵便局に備え付けの整理票に所定の事項を

記入し、郵便局に手帳を提示して申し出て

ください。

-------------------------------------------------

平
成

7
年

1
月
1
7
日
、
阪

神

・
淡
路
大
震
災
が
発
生
し
、

多
く
の
死
傷
者
が
で
た
の
は
記

憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
最
近
で
は
芸
予
地
震

や
鳥
取
県
の
西
部
で
大
き
な
地

震
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

地
震
が
発
生
し
た
と
き
、
被

害
を
少
な
く
す
る
た
め
に
は
、

一
人
ひ
と
り
が
慌
て
ず
に
行
動

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
普
段
か
ら
次
の
よ

う
な
備
え
を
し
て
お
き
ま
し
ょ

゜

ぷ
ノ地

震
に
備
え
て

0

タ
ン
ス
や
食
器
棚
な
ど
の

家
具
類
は
、
壁
や
柱
な
ど
に

固
定
し
、
重
い
物
や
不
安
定

な
物
は
高
い
所
に
置
か
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

0

万
一
の
出
火
に
備
え
て
、

消
火
器
や
水
バ
ケ
ツ
な
ど
を

用
意
し
た
り
、
風
呂
の
水
を

た
め
て
お
く
よ
う
に
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

〇
非
常
持
出
し
品
を
リ
ュ
ッ

ク
な
ど
に
入
れ
、
い
つ
で
も

持
ち
出
せ
る
場
所
に
備
え
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

〇
避
難
場
所
や
避
難
経
路
を

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

地
震
に
対
す
る

備
え
に
つ
い
て

地
震
が
起
き
た
ら

0

テ
ー
ブ
ル
や
机
の
下
に
身

を
か
く
し
、
近
く
に
座
布
団

な
ど
が
あ
れ
ば
頭
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

〇
ゆ
れ
が
お
さ
ま
っ
た
ら
、

火
の
始
末
を
し
ま
し
ょ
う
。

〇

ゆ

れ

が

お

さ

ま

る

ま

で

は
、
あ
わ
て
て
外
に
飛
び
出

さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

。

スノ
0

二
階
に
い
る
と
き
は
、
そ

の
ま
ま
ゆ
れ
が
お
さ
ま
る
ま

で
待
ち
ま
し
ょ
う
。

0

車
を
運
転
し
て
い
る
と
き

は
、
道
路
の
左
側
に
止
め
、

車
を
離
れ
る
と
き
は
、

キ
ー

を
つ
け
た
ま
ま
に
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

川上支署

131広報ひじかわ 241号



こ
ん
に
ち
は
。
中
野
小
で
お

世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
肱

川
町
で
新
た
な
気
持
ち
で
楽
し

く
仕
事
を
し
て
い
き
た
い
と
思

、
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

瓢
い
い
た
し
ま
す
。

栄養繊員田渕 桂子

（前任校平小学校）

と
て
も
温
か
い
町
で
勤
務
す

る
こ
と
が
で
き
、
本
当
に
嬉
し

く
思
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
と
共
に
元
気
い

っ
ぱ
い
頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

講師宮内

内
の
学
校
ほ
赳
伍
乳
虐
先
屯
＿

．
自
然
豊
か
な
肱
川
町
で
、
勤

務
で
き
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思

い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
人
と
触

れ
合
い
、
成
長
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

肱
川
町
の
み
な
さ
ん
、
こ
ん

に
ち
は
。
緑
の
美
し
い
景
観
に

囲
ま
れ
て
勤
務
で
き
る
こ
と
を

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

一

正

山

小

学

校

一
[

教頭大森一広

（前任校 内子小学校）

初
め
て
肱
川
町
に
勤
務
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
正
山
小

学
校
の
児
童
と
と
も
に
が
ん
ば

り
ま
す
。

一
日
も
早
く
地
域
に

根
ぎ
し
た
教
育
が
で
き
る
よ
う

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

教諭大和田和敏

（河辺村教育委員会）

3
年
振
り
の
肱
川
町
勤
務
と

な
り
ま
す
。
正
山
小
は
地
域
と

一
体
と
な
っ
た
素
晴
ら
し
い
活

動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
職
員

と
し
て
、
肱
川
町
住
民
と
し
て
、

微
力
で
す
が
頑
張
り
ま
す
。

美樹

教諭宮田博和

（新採）

助教諭宮岡 光子

中

野

小

学

校

肱
川
町
の
印
象
や
抱
負
な
と
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

'ファインダー

”
自
治
“
と
は
、

自
ら
を
治
め
る
と

い
う
こ
と
。
広
辞

苑
で
は
、
①
自
分

で
自
分
の
こ
と
を

処
置
す
る
②
社
会

生
活
を
自
主
的
に

営

む

こ

と

と

あ

る
。

同
じ
く
自
治
会
と
は
②
同

一
地
域
の
居
住
民
が
地
域
生

活
の
向
上
の
た
め
に
組
織
し

た
団
体
と
あ
る
。

地
方
自
治
と
は
都
道
府

県
、
市
町
村
な
ど
の
地
方
公

共
団
体
の
地
域
住
民
の
意
思

に
甚
づ
い
て
、
地
方
行
政
を

す
す
め
る
こ
と
と
あ
る
。

（
日
本
語
大
辞
典
講
談
社
版
）

平
成
15
年
4
月
1
日
、
肱

川
町
で
は
各
小
学
校
単
位
に

5
つ
の
自
治
会
が
設
立
さ
れ

行
政
の
指
導
支
援
を
得
な
が

ら
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し

た
地
域
づ
く
り
に
と
り
く
む

こ
と
に
な
っ
た
。

や
が
て
平
成

17
年

1
月
1

日
付
で
大
洲
市
・
長
浜
町
・

河
辺
村
・
肱
川
町
の

4
つ
の

自
治
体
が
対
等
合
併
し
て
一

つ
の
大
き
な
自
治
体
に
大
変

町立図書館ガらの磁DSせ

本のリクエストにお答えします

読みたい本や見たい本はありませ

んか。町立図書館にリクエストカー

ドを用意しておりますので、ご利用

ください。（中学生以上）

身
す
る
。
21
世
紀
の
地
方
自

治
は
地
方
分
権
の
推
進
や
少

子
高
齢
化
、
日
常
生
活
圏
の

拡
大
、
厳
し
さ
を
増
す
財
政

状
況
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
社
会

情
勢
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応

で
き
る
自
治
体
づ
く
り
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
行
財
政
基

盤
の
強
化
や
新
し
い
ま
ち
づ

く
り
等
を
行
う
た
め
合
併
は

必
要
不
可
欠
と
の
認
識
で
推

進
さ
れ
て
い
る
。

地
域
住
民
へ
の
普
遍
的
な

片
寄
り
の
な
い
公
共
サ
ー
ビ

ス

の

提

供

に

期

待

し

た

い
。
”
地
方
自
治
“
と
は
、

を
常
に
念
頭
に
お
い
て
！
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公
民
館
報
は

町
報
の
中
に

入
り
ま
し
た
。

地
元
の
肱
川
町
で
勤
務
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

肱
川
町
は
美
し
い
自
然
に
囲

ま
れ
心
温
か
い
所
で
す
。

新
た
な
気
持
ち
で
頑
張
り
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

養護教諭永田 由美

（前任校河辺小学校）

し
ま
な
み
海
道
の
近
く
に
あ

る
大
西
町
か
ら
、
縁
あ
っ
て
、

す
て
き
な
予
子
林
小
学
校
に
来

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
教
職

員
と
力
を
合
わ
せ
、
楽
し
い
学

校
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

町
の
機
構
改
革
に
伴
い
、
公
民
館
の
事
業
は
、
生
涯
学

習
課
と
町
民
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
で
行
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま

で

「
公
民
館
報
」
と
し
て
お
知
ら
せ
し
て
い
た
内
容
は
、

町
報
の
中
で
詳
し
く
ご
紹
介
し
ま
す
。

校長正岡義憲

（前任校大西小学校）

毎
朝
、
肱
川
沿
い
の
桜
や
菜

の
花
の
美
し
さ
に
惑
動
し
な
が

ら
楽
し
く
通
っ
て
お
り
ま
す
。

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
肱
川

町
社
会
教
育
の
た
め
に
頑
張
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（前任校長浜小学校）

教
職
に
つ
い
て

28
年
目
の
春

を
迎
え
ま
し
た
。
肱
川
町
で
の

勤
務
は
初
め
て
で
す
。
地
域
の

方
々
に
は
何
か
と
お
世
話
に
な

り
ま
す
が
、
ど
う
か
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

教諭尾花清志

（前任校河辺小学校）

青
々
と
し
た
緑
と
川
の
せ
せ

ら
ぎ
に
心
い
や
さ
れ
る
肱
川
。

こ
の
町
で
教
員
生
活
の
ス
タ
ー

ト
が
切
れ
て
、
嬉
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。
何
事
に
も
一
生
懸
命

を
モ
ッ
ト
ー
に
頑
張
り
ま
す
。

桜
の
丸
山
公
園
を
見
上
げ
つ

つ
、
肱
川
中
学
校
で
、
心
機
一

転
学
校
事
務
の
専
門
職
と
し
て

の
自
分
を
、
み
が
い
て
ゆ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

講師 水田

;／

9
 

ご
＞
令

＼
 

ぶ

専門員森 明久

（前任校櫛生小学校）

真美

み
ん
な
の
幸
せ
を
願
っ
て

2
0
世
紀
の
終
わ
り
か
ら

ミ

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
人
権
問
題

子
ど
も
へ
の
虐
待
っ
て
…
…

な
ぜ
お
き
る
の
…
？

子
ど
も
へ
の
虐
待
は
、
親
自

身
が
子
ど
も
の
こ
ろ
に
虐
待
を

受
け
た
た
め
、
子
ど
も
の
接
し

方
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
リ
、
夫

婦
の
不
仲
や
仕
事
の
不
満
な
ど

の
ス
ト
レ
ス
に
苦
し
ん
で
い
る

場
合
に
、
虐
待
に
至
リ
や
す
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
近
年
、

虐
待
相
談
が
急
増
し
て
い
る
背

景
に
は
、
人
商
関
係
が
希
薄
に

な
リ
、
子
育
て
を
行
う
親
が
孤

立
し
て
い
る
と
い
う
、
子
育
て

を
め
ぐ
る
環
境
の
変
化
が
大
き

い
と
考
そ
ら
れ
ま
す
。

虐
待
を
す
る
親
は
ひ
ど
い
人

だ
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
親

自
身
も
苦
し
み
悩
ん
で
い
る
の

で
す
。親

を
せ
め
る
だ
け
で
は
何
の

解
決
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
虐
待

は
親
か
ら
の

「
S
O
S
」
で
も

あ
る
の
で
す
。

虐
待
を
受
け
た
子
と
も
の

心
の
な
か
で
は
：

繰
リ
返
し
虐
待
を
受
け
る
と

無
力
に
な
リ
、
絶
望
し
て
し
ま

い
ま
す
。
し
か
も
、
人
格
が
ま

だ
確
立
さ
れ
て
い
な
い
子
ど
も

の
場
合
虐
待
的
な
環
境
で
生

き
の
び
る
た
め
の
人
格
を
作
リ

上
げ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
ん
な
ひ
ど
い
目
に
あ
う
の

は
自
分
が
悪
い
と
考
え
ま
す
。

何
か
よ
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
素

直
に
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き

ず
、
自
分
か
ら
そ
れ
を
破
壊
し

て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と
さ
え
お

こ
リ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
態
で
成
長
し

て
も
幸
福
で
は
あ
リ
ま
せ
ん
。

「
子
ど
も
の
人
権
は
、

み
ん
な
で
守
る

大
人
に
は

そ
の
義
務
が
あ
り
ま
す
」

子
ど
も
の
人
権
を
守
る
に

は
、
子
ど
も
を
心
か
ら
愛
し
、

理
解
し
、
受
け
入
れ
、
援
助

す
る
大
人
が
ま
わ
リ
に

「
い

る
」
こ
と
が
大
切
で
す
。

地
域
の
「
子
ど
も
を
育
て

る
力
」
を
高
め
て
い
く
こ
と

も
、
子
ど
も
の
虐
待
を
な
く

し
て
い
く
の
で
す
。
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正
子ともが家で易につけたことは

生涯、すっと生き網ける…

子ともは遊びがしごとです。

遊びは子どもの心の成長にとても大切です。

小さいころからの遊びを通して、子どもは感覚

を働かせ、運動をし、物をつくり、想像します。

しかし、最近は遊びの機会が減るとともに、

外で駆けまわるような遊びから、家の中でのひ

とり遊びが目立つようになりました。

また、親自身も、「小学校に入ったら勉強が

第一、遊びは終わり」というような誤った意識

への切り替えをしてはいないでしょうか。子ど

もにとって遊びがいかに大切かを認識して、ゆ

ったりのびのびと遊ばせましょう 。

子ともはのびのび遊ばせる

(（ 手話教室参加者募集 ））

手話を通してお互いの交流と親睦を図り、

聴覚障害者に対する理解を深めませんか？

主 催 肱川町さわやかボランティア実行委員会

対象者小学生以上

募集人数 29人程度

参加費 500円 （資料代）

講 師手言舌適訳者

日程年4回

日 時 場 所 内 容

1 6/ワ （土）肱） 11EBJ EBJ民 開講式

9時～11峙 ステーション 手話で話そう (I)

2 6/14（土）
ク 手話で話そう (]I)

9時～11時

3 6/21（土）
ク・

日常会話の
9時～11特 やリとリ (I)

ワ／12（土）
日常会話のやりとリ （〗）

4 EllJ 外 交流会
8時～17時 閉講式

しめきり 平成15年5月9日 （金）

お申込み先 肱川町教育委晨会 （社会孝炉育係）

四34-3424 

第7回ふれあいの旅

参加者募集
平成15年度会員募集中！！ nk銭＇で項置鼻『／こ

バス遠足でお互いの交流を深め

てみませんか。車イスの方もOK

です。ポランティアが同行します。

◇実施日 6月7日（土）

◇行 き先たかの子温泉

◇定 員 20名（先着順）

◇参加費 2,000円
（入場料・弁当代等）

◇しめきり 5月15日（木）

◇申込先生涯学習課

（社会教育係）

匹 34-3424

●● 

〈内 容〉
まっこう たんでん

体操の内容は、真向法、導引術、丹田呼吸法、自強術、呼吸法

を重視し 、76動作、関節は3,800回動かします。三大成人病予防

効果抜群。一度見学にお越しください。

どなたでも入会できます。

〈日時・場所〉

肱川町町民ステーション

毎週水曜日 19: 30~21 : 00 
大谷自治センター

毎週金曜日 20: 00~21 : 30 

〈年会費〉 12,000円

〈お申し込み•お問い合わせ先〉
肱川町町民ステーション

童心 ・童体・ 童顔で心も1本も ff34-230ワ
リフレ ッシュ

2003. 4 I 16 



鹿野川公園周辺の森林

が整備されました。

この事業は、森林の適

正管理の一環として、

，森林と人との共生“を

推進していく事を重点項

目の―つに揚げ、県民の

意識改革や県民の身近に

森林浴やレクリエーショ

ン、子供達の自然体験活

動に利用できる『共生

林』を県民参加により整

備していく「森林と親し

む県民運動」を展開して

いくこととしています。

このため、県民の身近

に共生林を提供していく

事が求められることから、

森林所有者では施業の実

施が困難な景観整備を中

心とした森林環境の保全

を目的に、雇用の拡大を

図り、共生林の整備を推

進していくものです。

施業種 樹種等 面積(ha) 施業内 ＇容

本数調整伐 スギ・ヒノキ 7.03 適正な森林空間を保つため間伐をする。

枝 落 し ヒノキ 2.39 森林空間を保つため不用な枝を落とす。

広葉樹改良 クヌギ 3.33 雑草木、不用木、不良木等を伐採集積する。

下 草 刈 ザツ・ シダ他 3.23 雑草木等を除去する作業。

植 栽 サクラ他 6.56 桜520本、ハナミズキ170本、ケヤキ140本、クロガネモチ40本、クス20本植栽

計 22.54 

平
成

14
年
度
森
林
環
境
保
全
整
備
事
業
完
了

森
棒
組
合
危
よ
り

鹿野）1|公園の周辺山林が景観整備されました。

本数調整伐 （間伐率30%) 枝落 し（枝下高8m)

平成15年麿は『清流の里ひじかわ』対岸の山林を整備します。こ協力をお願いいたします。

17 1森林組合だより



理
事
会
・
評
議
員
会
を

3
月
25
日
に
開
催
し
、
平

成

14
年
度
補
正
予
算
、
平

成

15
年
度
事
業
計
画
及
び

予
算
並
び
に
大
洲
喜
多
社

会
福
祉
協
議
会
合
併
関
係

の
議
案

13
件
を
提
出
し
、

全
議
案
に
つ
い
て
ご
承
認

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

合
併
関
係
に
つ
い
て
は
、

大
洲
市
、
長
浜
町
、
肱
川

町
、
河
辺
村

(
4
市
町
村
）

と
の
合
併
協
議
会
の
設
置

に
基
づ
き
、
社
会
福
祉
法

第

1
0
7
条
及
び
第

52
条

の
規
定
に
よ
り
、

4
市
町

村
社
会
福
祉
協
議
会
の
合

併
を
進
め
る
た
め
、

4
市

町
村
社
会
福
祉
協
議
会
理

事
会
・
評
議
員
会
で
合
併

協
議
会
設
置
議
案
他
9
件

が
承
認
さ
れ
、
平
成

15
年

一

平成15年度 社協基本方針

厳しい社会情勢の中、社会福祉分野でも失業者

の増大等に関連する対応は緊急に実施しなければ

ならない課題となっている。

さらに、本県では市町村合併の気運が加速度的

に高まっており、 70市町村が20余の自治体に再編

成されようとしているため、市町村社協が実施し

ているサービスも大きな転換期に入ろうとしてい

る。

こうした中、大洲市、長浜町、肱川町、河辺村

(4市町村）による合併協議会が設置され、平成17

年1月合併に向けて協議が行われている 。これに

伴い社協においても必然的に合併をしなければな

らないため、 4月に合併協議会を設置し、合併協

議を進めるとともに県社協及び4市町村社協並び

に町との連携を図りながら合併に向けて地域住民

に直結した地域福祉サービスの充実を目指して重

点項目に掲げる事業の強化・推進を図ることを碁

本方針とする。

4
月
10
日
に

4
市
町
村
社

会
福
祉
協
議
会
合
併
協
議

会
が
大
洲
市
総
合
福
祉
会

＼
 

館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

今
後
は
本
格
的
に
合
併

事
業
計
画
・
予
算
及
び

合
併
協
議
会
設
置
の
承
認
に
つ
い
て

f
と鱈
璽
言
三脚6

協議を行っていくこと

になります。平成15年

度予算については次の

とおりです。

あ せ ら→ ‘ 

屈
りて福祉 協当
がい 閏寄L ー
とた係:関 議会 '-

菜
つ→彎．．‘ だ

←さ き 頂に芳
まき、

誓
いすにま次
ま゜活しの志
し誠用 fこ方

様 た。にーさ か゚

平成15年度 当初予算の概要

重点活動目標

(1)居宅介護等事業の充実

(2)地域福祉、在宅保健福祉活動の

充実、強化

(3)低所得世帯の自立更正の援助

(4)青少年児童福祉活動の強化推進

(5) ボランティア活動の促進

(6) 心配ごと相談事業の推進

(7)共同募金、歳末たすけあい募金

運動への協力強化

(8)福祉関係団体との連携強化

(9)広報活動

経理区分 A 経理区分 B 
経常収支

収入 収出

法人運営事業 1,936,000 1,602,000 

福祉活動専門員設置事業 40,000 40,000 

法人運営事業 企画広報事業 100,000 100,000 

助成事業 484,000 484,000 

給食サービス事業 100,000 100,000 

心配ごと相談事業 163,000 163,000 

共同募金配分金事業 908,000 908,000 

資金貸付事業
事務費委託事業 65,000 65,000 

小口資金貸付事業 551,000 551,000 

助成事業 600,000 600,000 

まごころ銀行事業 紙おむつ支給事業 460,000 460,000 

福祉用具貸与事業 30,000 30,000 

居宅介護等事業
訪問介護 10,841,000 10,841,000 

居宅介護 9,301,000 4,508,000 

A ロ 計 25,579,000 20,452,000 

2003. 4 I 1s 



⑤OO＠初レンジ-
保健衛生 保健センター ff34-2340 (' 5月の当直医

種別 日（躍） 1‘:r ― 事

1 （木）成人病・結核
胃がん ・大腸がん検診

2 (ii) 成人病・結核・
胃がん ・大腸がん検診

成 14（水） リハビリ敦室

人 16 (i) 超音波検診

保

健
27伏） 乳がん・骨密度検診

28（水）乳がん ・骨密度検診

母
ワ（水） 乳幼児健康診査

健孟
15（木）ポリ オ 予 防 接 種

30⑥ 日本脳炎予防接種

悶20侠） そ よ風の会

燃やせないごみ

【収集日】 5月15日（木）

＊前日までに指定の場所へ

【収集地区］

小俎井・萩野尾・汗生

肱栄 .J」＼薮・大和

中野 ・鹿野川

大谷地区

古紙収集日

5月19日（月）

＊当 日の朝7時までに

指定の場所へ

I犬とねこの引取日 I

5月6日（火）・ 20日（火）

＊当日の朝 9時までに

役場へ連れてきてください。

19 I広報ひじかわ 241号

場 ・所 時 間 日（罐） 病院名 電話番号

岩谷自治センター 8 : 30~10: 30 3 (±) 西原耳鼻科医院 23-3366 

大谷自治センター 8 : 30~10: 30 4 （日）かわばた産婦人科 23-1103 

町民ステーション 10: 00~14: 00 5 （月）中村皮クリニ ック 25-1112 

保健センター 8: 30~11: 30 
みやうち医院 25-2333 

大谷自治センター 9: 00~11: 00 11（日）
きどおか医院 52-3003 

保健センター 13: 30~15: 00 般
18（日）菊原医院 26-0103 

保健センター 8 : 30~11 : 00 
25（日）本条脳神経外科 24-2841 

保健センター 13: 00~15: 00 
月・失 市立大 ）州 病院 24-2151 

保健センター 13: 00~13: 30 
救 水 加戸病院 24-5101 

保健センター 13: 00~14: 00 

保健センター 13: 30~14: 00 急 木 大瀞I記念病院 25-2022 

保健センター 9: 00～出発
金～日 大洲'|中央病院 24-4551 

＊一般の当直医は変更になる場合がありますので
あらかじめ、連絡してからお出かけください。

行事予定表
ワ （水）第31目ソフトホー）レリーグ戦開幕式

11（日）道路愛護デー

16 Cfil定例農業委晨会

18（日）少年キックベースボール大会

18（日）親子グラウンドゴルフ大会

20図 自治会長会

28（水）NHK「伊予路てくてく」収録

28（水）町税等出張受入れ

人権相談所開設

【日時】
5月6日（失）午前9時～正午

【場所】町民ステーション
【相談邑】人権擁護委員 中塚 忠

ク 台本曙美

松山地方法務局大）州支局職員
［内 容】家庭内の問題、近隣との
紛争、児童•生徒のいじめなど

【その他】秘密厳守、相談料無料

l ンノ 行政相談

【日時】 慶弔

■おすこやかに■5月6日（失）
午後1時30分～4特30分

【場 所】町民ステーション青年室
【相談員】角田和三

］ 心配ごと相談

-5月6日（火）

【相談員】小山英雄・ 山本節子
【時町午後1時30分～4特30分
【場 所】町民ステーション青年室

社会保険一日出張相談所

大｝州商工会議所
5月6日（火）・ 20巳（火）

内子町商工会
5月7日（水）・21日（水）

だいき

2/22 船本 大騎ちゃん（県発電所）
3/ 8 菊池ひなたちゃん（上鹿野川）

■おしあわせに■
（和氣 誠さん（小薮）
岩田奈月さん（中野）

■やすらかに■
岡村セツ子さん (88歳 ・共 栄）
奥野定芳さん (82歳・小 薮）
北木住恵さん（47歳・小 薮）
三井 ミツルさん (94歳 ・小 薮）
宮田 徳福さん（85歳・下嵯峨谷）



｀
 

．．．．．．． 
．．．負•••

... ．． ． ． ． 
¢ ． ． 

母父

努

さ

ん

美
加
さ
ん

..9....I わが家のアイト：＇し

こ
ん
に
ち
は
、
始
め

ま
し
て
松
本
真
季
で

す。
い
つ
も
、
お
姉
ち
ゃ

ん
と
一
緒
に
、
お
外
で

三
輪
車
に
乗
っ
て
遊
ぶ

の
が
大
好
き
で
、
お
て

ん
ば
な
女
の
子
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す。

母父

三 I・...
ま
つ
も
と

松
本

..••••••••••• 

．
 

●

●

,

 
.. 

＂ .... 

．
 

．
 

．
 

~
 ．
 

．
 

．
 ．
 

．
 

．
 

．
 

．
 

．
 

．
 

．
 ．．
 ．
 

．
 

ま

き

真
季
ち
ゃ
ん

（
共
栄
）

平
成

12年
6
月
2
日
生

•• ．． 
.

.

.

.

 

、

疇

．．
 

．
 

●
:
 ．．．
 

-ヽ

.. ，̀.≪ 

．
 

．
 

• 
．
 

．
 

゜
9
 ．
 

．
 

．
 

．
 

．
 

．
 

．
 

．
 

．
 

．
 

り

＜

莉
空
ち
ゃ
ん

（
上
鹿
野
川
）

[．
 

平
成

12
年

6
月
28
日
生

．．
 

．
 

鼻

．
 

．
 

．
 

!
,
1
 

.

.
 ．
 

⑲
 

．
 

．
 

．
 

ノ

．
 

．
 

．
 

、
',¢

]
．

9

．
 

• 
．
 

．
 

ノ

．
 ．
 

．
 
．
 

は
ず
か
し
が
リ
や
の

一7
 

リ
く
。
男
の
子
だ
け
ど
、

~．
 

．
 

ま
ま
ご
と
大
好
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っ
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お
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じ
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＼
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1
1
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と
、
一

．
 

得
意
顔
で
ご
ち
そ
う
し

t

て
く
れ
ま
す
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ど
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家
族
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み
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を
し

(

あ
わ
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の
笑
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に
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く
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く
わ
ば
ら

桑
原

校児童が空き缶拾い

大
谷
小
学
校
（
井
上
完

二
校
長
）
の

3
年
生
と

4

年
生

11
人
が

3
月
7
日、

大
谷
橋
周
辺
の
空
き
缶
や

ご
み
を
拾
う
奉
仕
作
業
を

行
い
ま
し
た
。

カ
ー
ブ
に
な
っ
て
い
る

所
を
の
ぞ
き
込
む
と
、
空

き
缶
や
ご
み
に
混
じ
っ
て

タ
イ
ヤ
や
こ
た
つ
な
ど
も

捨
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

拾
っ
て
い
る
間
に
も
上

の
国
道
を
走
る
車
か
ら
パ

ン
の
空
袋
な
ど
が
落
ち
て

く
る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち

は
大
人
の
良
識
の
な
い
行

為
に
怒
り
を
覚
え
た
よ
う

で
す
。

こ
の
日
回
収
し
た
空
き

缶
や
ご
み
は
、
軽
ト
ラ
ッ

ク

l
台
分
に
も
な
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、

「
ご
み
を
捨
て

な
い
で
」
な
ど
の
標
語
を

書
い
た
自
分
た
ち
手
作
り

の
立
札
も
立
て
ま
し
た
。

最
後
に
、
瀧
野
隆
志
さ

ん
（
中
居
谷
）
の
指
導
の

も
と
、
子
ど
も
た
ち
は
バ

ー
ド
ウ
ォ

ッ
チ
ン
グ
を
楽

し
み
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
は
、
今

回
の
奉
仕
作
業
を
通
し

て
、
環
境
を
大
切
に
す
る

気
持
ち
を
大
人
に
な
っ
て

も
ず
っ
と
も
ち
続
け
て
ほ

し
い
も
の
で
す
。

鹿
野
川
湖
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

大
谷
小
学
校

3
年

細

川

美

紅

今
日
は
、
雨
だ
っ
た
け
ど
コ

ミ
拾
い
に
い
き
ま
し
た
。
途
中

か
ら
雨
が
や
み
ま
し
た
。
着
い

た
と
き
予
想
以
上
に
コ
ミ
が
あ

っ
た
の
で
び
っ
く
リ
し
ま
し

た
。
先
生
が
下
に
お
リ
ま
し
た
。

私
は
コ
ミ
の
分
別
を
し
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
、
そ
こ
ら
へ
ん

の
コ
ミ
を
失
ば
さ
み
で
取
リ
ま

し
た
。
下
に
落
ち
て
い
た
コ
ミ

は
、
ほ
と
ん
ど
空
き
缶
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
空
き
缶
を
つ
ぶ
し

ま
し
た
。
ア
ル
ミ
は
、
つ
ぶ
し

や
す
か
っ
た
け
ど
、
ス
チ
ー
ル

は
つ
ぶ
し
に
く
か
っ
た
で
す
。

理
科
の
勉
強
に
な
リ
ま
し
た
。

も
う
少
し
先
に
行
く
と
、
サ

ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
や
こ
た
つ
や
ハ

ン
ガ
ー
ま
で
落
ち
て
い
ま
し

た
。
私
は
、
な
ん
で
こ
ん
な
も

の
を
捨
て
る
人
が
い
る
の
か
分

か
リ
ま
せ
ん
で
し
た
。
わ
た
し

は
、
小
鈴
ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ

に
拾
い
な
が
ら
歩
い
て
い
き
ま

し
た
。
コ
ミ
と
い
っ
し
ょ
に
写

真
を
と
リ
ま
し
た
。

鳥
の
こ
と
も
敬
え
て
も
ら
っ

た
の
で
、
鳥
の
こ
と
も
よ
く
分

か
リ
ま
し
た
。
お
し
ど
リ
は
、

人
形
み
た
い
で
か
わ
い
か
っ
た

で
す
。
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